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であり，緒論，本文 4 章と総括からなっている o












第 4 章では，上述の培養特性iζ基づき回分培養によるセファロスポリン C生産の動力学モデル式を作
ω ??
成するとともに，モデJレ式を流加培養系に応用し，グルコースとメチオニンの同時供給によって従来の





















加速度でのセファロスポリン C生産を予測している。その結果， 1.4 g/t ・ hr のグルコース， 0.07 
g/t . hr のメチオニンの同時供給により 200 時間の流加培養で回分培養に比して約 3 倍に生産を
増加させている。
以上のように本論文はセファロスポリン C生産の向上や培養管理に有効な発酵プロセスのモデルを確
立し，ひいては二次代謝産物生産に対する重要な工学的指針を示したもので，生物化学工学の進歩に寄
与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める口
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